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県 土 整 備 部 道 路 課

奥入瀬・十和田湖地域の新たなステージ 
－「第１回奥入瀬十和田利活用協議会」を開催－ 

 この度、「奥入瀬ビジョン」1）の実現に向けた議論を深化・加速させるため、複数ある関係組織の集約化・合

理化を図り、官民一体となる新たな組織「奥入瀬十和田利活用協議会」を設立します。本協議会では、環境・観

光・道路の各分野において奥入瀬・十和田湖地域を新たなステージへとステップアップさせるため、「人と自然

の共存・共生」、「まるごと自然博物館」、「地域が潤う滞在型観光」の実現に向けた具体的な事業計画を策定

し、奥入瀬・十和田湖地域を世界に誇れる地域として次世代に残していく取組を進めて行くことになります。 

 第１回協議会では、「奥入瀬ビジョン」を策定した奥入瀬渓流利活用検討委員会2）の石田委員長から、新たに

設立する奥入瀬十和田利活用協議会の会長となる青森県知事へ提言書が手交され、奥入瀬・十和田湖地域の新

たなステージに向けた第一歩を踏み出すことになります。 

つきましては、協議会が以下のとおり執り行われますので、周知、報道方よろしくお願いいたします。取材を

ご希望される場合は、別紙注意事項をご確認の上、ご参加ください。 

記 

１．日時  令和５年 9 月 4 日（月）15:15〜16:30 

２．場所  十和田市役所本館３階庁議室 

３．協議会員  青森県知事（協議会長）、東北地方整備局長、東北運輸局長、 

東北地方環境事務所長、十和田市長、七戸町長、青森県環境生活部長、 

青森県県土整備部長、青森県観光戦略局長、青森県上北地域県民局長 

４．次第 １．協議会開会 

２．提言書の手交 

３．知事挨拶 

４．協議会員紹介 

５．議事 

(1) 規約（案）について

(2) 奥入瀬渓流におけるこれまでの取組と協議会の目標

(3) ロードマップと今後のスケジュール

６．質疑応答・意見交換 

７．協議会閉会 
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１） 平成 30 年 6 月に国道 103 号 奥入瀬（青橅山）バイパス完成後の持続可能な観光を目指すため

には、奥入瀬・十和田湖地域の高付加価値化や、これまでの「通過型」の観光から、歩く奥入瀬と

いった「オールシーズン滞在型」の観光へ転換していく必要があると記載された提言書。 

 

２） 奥入瀬渓流利活用検討委員会とは、石田東生委員長（筑波大学名誉教授）をはじめとし、交通工

学、環境保全政策等の有識者等 7 人で構成する委員会。 

   当委員会は国民共有の財産である奥入瀬渓流のすばらしさを知っていただくために仕組みづくり

や、自然保護と利活用を両立させる交通システムを検討することを目的に平成 25 年 10 月に設

立。これまで 10 年間に渡り計 16 回の議論を重ねてきた。 



奥入瀬バイパス整備中



（道路に駐車して観光）

奥入瀬十和田利活用協議会の組織体系図

奥 入 瀬 十 和 田 利 活 用 協 議 会
・行政機関の長【協議会長︓青森県知事】
・幹事会で作成・改訂した計画を決定する。

新たな組織

提案
・
報告

助言
・
承認

観 光 部 会
・行政(観光部局)、民間団体
・オールシーズン滞在型観光の検討
・地域ブランドづくりなど

道 路 交 通 部 会
・行政(道路・交通部局)、民間団体
・交通規制に関する検討
・代替交通の検討など

環 境 教 育 部 会
・行政(環境部局)、民間団体
・「まるごと自然博物館」を目指すため
の検討など

奥入瀬渓流
利活用検討委員会

・学識者【委員長︓石田委員】
・奥入瀬渓流のすばらしさを知っていただく
ための仕組みづくり
・自然保護と利活用を両立させる交通システムの検討

幹 事 会
・行政機関、民間団体【幹事会長︓十和田市長】
・事業計画(案)の検討、策定・改定
・マイカー交通規制等、各種取組計画(案)の策定

助言等

報告等

連携

提案 助言等

奥入瀬十和田利活用協議会の目標と組織体系図

まるごと自然博物館の実現に向け、奥入瀬・十和田湖地域を新たなステージへステップアップ
奥入瀬十和田利活用協議会の目標

✔ 人と自然の共存・共生…奥入瀬ビジョンで示す「人と自然の共存・共生」を実現するため、環境評価指標等を設定し、
取組の進捗を管理。

✔ まるごと自然博物館の実現…奥入瀬の自然環境を保全し、電気モビリティのサービス導入などによる、持続可能な
「まるごと自然博物館」を目指す。

✔ 地域が潤う滞在型観光の推進…地域が潤う「オールシーズン滞在型」観光を推進。



（別紙） 

注意事項 

 

【注意事項】 

① 協議会当日、発熱や風邪等の症状がみられる方は参加をお控えください。 

② 報道機関各社は14:45～15:05の間に会場へお入りください。 

③ ご不明な点がございましたら、担当までご連絡をお願いいたします。 

 

担当 ：道路課整備推進グループ 相馬グループマネージャー 

TEL ：017-734-9651 

Mail ：doro@pref.aomori.lg.jp 
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